
外食協ニュース外食協ニュース外食協ニュース外食協ニュース        第 １５８ 号 

平成２６年１２月１日 

社団法人 日本外食品卸協会 

ＴＥＬ ０３－５２９６－７７２３  

平成２６年度第３回理事会及び平成２７年業務用食材卸業合同賀詞交歓会の開催予定 

（社）外食協は、標記会合を開催することを計画しています。 

理事会 合同賀詞交歓会の日に合わせ、以下により開催することとし、別途案内文書を発出する。 

１．日時：平成２７年１月２１日（水）１４時～１６時、２．場所：帝国ホテル、３．議題：①平成２７

年度暫定予算（案）について、②平成２６年度外食産業フェアの収支報告について等 

合同賀詞交歓会 （社）外食協、全給協及び首都圏業務用食品卸協の３団体が共催で、以下により開催

することで、平成２６年１１月１３日に別途文書を発出した。 １．日時：２７年１月２１日（水）１６

時３０分～１８時３０分、２．会場：帝国ホテル。３．参加予定者：４００人。今回は外食協が幹事担当 

 

平成２６年度第２回理事会、秋季講演会及び情報交流会が開催される 

 （社）外食協は、標記理事会等を以下の通り１１月１９日(水)に開催、それぞれ盛会裏に終了した。  

理事会は、①日時:同日１３～1５時、②場所：ＫＫＲ ＨＯＴＥＬ ＴＯＫＹＯ、１１階「朱鷺」、③議

題：（１）平成２６年度外食産業フェアの実施報告について（関係支部長報告）、（２）移行認可申請の進

捗状況について、（３）新規加入会員の承認について、（４）今後の協会運営について（討議）、（５）その

他が行われ、（１）では大阪、名古屋で例年通り開催され、新しい会場（名古屋フェア）や新しい思考を

凝らした内容で開催され成功裏に終了したとの報告があった。（２）では「一般社団法人日本外食品流通

協会」として認可することが適当と認める公益認定等委員会の内閣総理大臣あての答申書が１１月７日付

で発出され、登記手続き等の関係で新法人への移行は平成２７年４月１日となる等の報告が専務理事から

あった。（３）では名古屋市の「㈱タキモ本店」と大阪府の「アンキッキ協栄㈱の」新規会員の入会が全

員一致で承認された。（４）では夏に示された「外食協会長指針」を基にこれに盛り込まれている施策に

ついて討論を行った。 

秋季講演会は、①日時:同日１５時１０分～1６時３０分、②場所：同ホテル、１１階「孔雀」③演題：「成

熟化する食品流通の変革」、④講師：㈱野村総合研究所主席コンサルタント 辻 直志氏、 

情報交流会は、①日時:同日１６時４０分～1８時３０分、②場所：同ホテル、１０階「瑞宝」で開催、

参加者は１０７名であつた。 

 

（社）外食協「新規会員」の入会承認する 

（社）外食協、かねてから新規加入申込書の提出のあった以下の２社の入会を理事会において承認した。 

 正会員  ㈱タキモ本店 社長 宮田温雄  名古屋市千種区御棚町３―１９  ☎052-762-5100 

 正会員  アンキッキ協栄㈱ 社長 梅田茂夫  大阪府茨木市桑原１―１  ☎072-641-7777 

 

「新しい介護食品」の愛称は「スマイルケア食」に決まる 

 農林水産省は、「介護食品」という名称をより親しみ易いものとするため、「新しい介護食品」の愛称を

公募し、「スマイルケア食」に決定し、１１月１１日の「介護の日」に合わせて公表した。詳しくは、農

林水産省ホームページをご参照ください。 

 

食品の値上げ発表相次ぐ、来春値上げ本格化 

 マスコミ報道等によると、食品の値上げが来春に本格化すると報じている。食品業界の足元では、円安

の進行を受け、利益への圧迫度を高めている。総コスト高といわれる中、利益回復に向けて来春値上げが

本格化する。為替相場が１ドル１２０円をうかがう展開の下、現下のメーカーの採算ラインは１１０円前

後が限界のようだ。業界全体の総合的なイノベーション力が試されるのは、間違いなくまさに今であろう。 

 

〔支部だより〕  

近畿支部賀詞交歓会の開催 

近畿支部は、新年賀詞交歓会を以下により開催する。 

 開催日時：２７年１月１３日（火）15：00～17：00 会場：ホテルニューオータニ大阪 


